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【制約事項】
第４８回全国自衛隊剣道大会（以下「大会」という。）に」参加する全参加者は、本資料に示す新型コロナウイルスス感染症対策

実施要領を確実に遵守することを大会参加の条件とする。
【重視事項】
大会の実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症対策を最優先事項とし、政府、各省庁及び自治体が示す方針及び防衛大臣通

達を確実に遵守するとともに、全日本剣道連盟のガイドラインの履行により、全参加者の感染防止に万全を期す。
【基本事項の徹底】
○３密（密集・密接・密閉）の回避
○マスクの着用、手洗い・消毒、人と人との距離の確保（最低１ｍ）、十分な換気
【大会２週間前から】
１ 不要不急の外出自粛

特に、繁華街、レジャー施設及びイベント等、人の多く集まる場所への外出は厳に慎むこと。
２ お酒を伴う宴会、会合及び会食（外食）は厳に慎むこと。
３ 人と人との接触の極限

日頃会っていない知人・友人等との接触は控えること。
４ 健康状態の把握

別途配布する健康チェックシートに基づき、自身の健康状態を把握し、チェックシートに記入すること。
チャックシートは、大会受付時に全員（チームはまとめて） 提出するものとする。

【大会参加期間（宿泊地到着～大会参加～宿泊地出発まで）】
１ 生活関連
(１) 日々の検温等、体調管理を確実に実施する。
(２) 不要不急の外出及び飲酒を伴う外出は自粛
(３) 隊員クラブであっても、団結会及び打ち上げ等の実施は禁止
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２ 大会全般
(１) 関係者以外の会場への入場禁止

会場への入場は、大会役員、部隊長及び試合を実施するチーム登録者並びに大会運営委員長が認めた者のみとし、応援、
見学等の目的の入場は禁止とする。

(２) 会場内の換気に努める。
３ 競技中
(１) 応援は拍手のみとする。
(２) 口元部分を覆える面シールド及びマスクの使用を義務付ける。
【体調不良時の処置】
１ 大会参加前
(１) 大会２週間前以降にコロナの感染が疑われる症状（以下、「症状」という。）を発症した場合は、速やかに医療機関に受診
するとともに、大会参加の可否については、診察結果又は検査結果による医師の判断を受けるものし、事前にその旨を大会事
務局に通知するものとする。

(２) 大会５日前以降に症状を発症した場合は、原則個人若しくはチームの参加（濃厚接触が疑われる場合）は不可とする。
ただし、医療機関の受診によりより医師の判断が大会参加について問題ないとの結果を受けた場合は、大会参加の妥当性

について部隊と相談の上、参加の可否を判断するものし、事前にその旨を大会事務局に通知するものとする。
２ 大会期間

大会期間中、試合前に症状を発症した場合は、個人及びチームともに試合の参加は不可し、大会事務局に通知するとともに
速やかに医療機関に受診し、診察結果を大会事務局に通知するものとする。

３ 大会終了後
大会参加者全員、大会終了後１週間以内に新型コロナ陽性となった場合は、大会事務局に通知するものとする。
なお、陽性者情報については、大会事務局より対戦したチームに対し、濃厚接触の可能性がある旨について速やかに
展開する。


